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１．研究計画の概要 
進行性腎癌に対する IFN-α+樹状細胞併用療
法の検討；難治性腎細胞癌患者に対して、不
活化した腫瘍をパルスした樹状細胞と IFN-
α投与による併用療法を施行し、その安全性
と有効性を検討した。 
腎癌に対する IFN-α療法が抑制性 T 細胞に
与える影響についての検討；本研究では、
IFN-αの導入が必要となった転移性腎癌患
者における、免疫療法が末梢血細胞に与える
影響を調査し、治療効果と末梢血細胞の変化
について検討した。 
２．研究の進捗状況 
IFN-αが、免疫反応により様々な細胞群に影
響を与えることは数多く報告されているが、
他の免疫療法との併用療法による宿主への
影響や、抑制性Ｔ細胞などに関しては不明な
点が多い。これまでの我々の研究により、
IFN-αによる抑制性 T細胞への影響や樹状細
胞との併用療法での治療の安全性が確認で
きた。 
３．現在までの達成度 
本研究助成により、我々は難治性腎細胞癌患
者に対して、不活化した腫瘍をパルスした樹
状細胞と IFN-α投与による併用療法を施行
し 、 そ の 安 全 性 と 有 効 性 を 確 認 し た
(Tatsugami et al. International Journal of 
Urology 2008)。また、IFN-αの投与により
転移性腎癌患者の抑制性 T細胞が減少するが、
治療継続によりその数が治療前のレベルに
回復することを確認した。治療前抑制性Ｔ細
胞数が少ない症例ほど、IFN-αによる治療効
果が認められる傾向にあった。（Tatsugami et 
al. J Interferon Cytokine Res. 2010)４．
今後の研究の推進方策 
今後さらに、転移性腎癌に対する免疫療法と
IFN-αによる併用療法が、宿主にどのように
影響を与えるかを解析する予定である。具体

的には T細胞調節因子である CD28/CTLA-4フ
ァミリー分子を抑制する抗体が、抑制性 T細
胞を制御することも知られており、IFN-αと
の併用療法によって抑制性 T 細胞を調節し、
抗腫瘍効果を増強できるのではないかと考
え、併用療法による抗腫瘍効果の確認とその
メカニズムの解析をマウスモデルによって
行う。 
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